
第 2 回瀬戸内市都市計画審議会 次第 

 

日時 令和 6 年 1 月 26 日(金) 

15：00～17：00 

場所 瀬戸内市役所 ２階 大会議室 

 

１．開    会 

 

 

 

２．会長あいさつ 

 

 

 

３．協    議 

 

 

（１）都市計画の基礎的な調査の結果について ・・・・・・・・・資料 1，2 

 

 

 

（２）市のまちづくりの検討状況について ・・・・・・・・・・・資料 3 

 

 

４．そ  の  他 

 

   ・次回の審議会について 

    第 3 回 日時：令和 6 年 2 月 22 日(木)15 時 00 分～17 時 00 分終了予定 

        場所：瀬戸内市役所 2 階 大会議室  

 

 

 

５．閉    会 
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都市計画区域について 

（1）都市計画区域の意義 

「都市計画区域」とは都市計画を行うべき都市の範囲を明示したものであり、その意

義は、一体の都市として整備、開発及び保全する必要のある区域において、効率的な公

共投資を図り、健全かつ合理的な土地利用を推進することにある。 

具体的には、開発等に対する一定の規制によって秩序ある土地利用を実現するとと

もに、道路や公園、下水道などの都市施設の整備、市街地開発などによって、安全性や

快適性、利便性の水準を確保することがある。 

なお、人口減少・少子高齢社会においては、持続可能なまちづくりを進めるために民

間の活動や投資を誘導する観点が重要であることから、今後は、都市計画制度に加え、

立地適正化計画制度など規制と誘導を一体的に運用していくことが求められている。 

（2）都市計画区域設定の流れ 

国土交通省が定める都市計画運用指針では、都市計画区域の指定に関する基本的な

考え方(通称５要件)が示されており、市のまちづくりの構想も踏まえ、概ね下記のよう

な流れで区域設定を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[瀬戸内市］現在都市計画区域の指定なし 

ステップ 2 区域の境界線の設定  

町丁目、地形地物など 

瀬戸内市の都市計画区域指定範囲(案)の確定 

ステップ 1 区域の範囲の選定  

①土地利用の状況及び見通し 

②地形等の自然的条件 

③通勤・通学圏等の日常生活圏 

④主要な交通施設の設置の状況 

⑤社会的・経済的な区域の一体性 

５要件 
（運用指針）  

都
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資料 1 
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（参考）岡山県内の都市計画区域の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分 類 求められる主な機能等 対象の都市計画区域 

地方生活圏の中心

都市を含む都市計

画区域 

商工業、医療、文化、教育等について、

高度な都市的サービスを提供するた

めの集積など 

岡山県南広域、津山広域 

 

2 次生活圏の中心

都市等を含む都市

計画区域 

地方生活圏中心都市と連携しつつ、

それらに準じた都市的サービスを提

供するための集積など 

笠岡、井原、高梁、新見、備

前、真庭、美作、浅口広域 

その他の都市計画

区域 

他の都市と連携しつつ、日常生活に

密着した、基礎的な都市的サービス

を提供するための集積、地域産業・資

源を生かしたまちづくりの舞台など 

和気、矢掛、吉備高原、湯原 

 


